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第 1 章 :

はじめに
この章では、CyberLink PowerProducer、およびデジタルムービー作成手順
について説明します。また、作業を始める前に用意しておく必要のあるも
のについても、説明します。 ムービーの作成をすぐに開始する方法について
の説明は、11ページの「ムービーディスクの作成」をご覧ください。 

この章には、次の節があります。

• 2ページの「ようこそ」
• 3ページの「PowerProducer プログラム」
• 5ページの「使い方」
• 8ページの「システム要件」
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CyberLink PowerProducer
ようこそ
CyberLinkデジタルビデオツールにようこそ。 CyberLink 
PowerProducer は VCD、DVD、Blu-ray ディスク、AVCHD メディア
の製作を可能にする究極のディスクオーサリングツールです。 さま
ざまなソースからビデオをインポートし簡単な編集操作をしてから
一般のディスクと同様の操作でディスクに書き込めます。
CyberLink PowerProducer は、写真スライドショーの作成、ビデオの
直接ディスク書き込み、ディスクの消去やコピーに使える便利な
ディスクユーティリティの活用、ディスクイメージの作成と書き込
みなど機能が満載です。

新機能
CyberLink PowerProducerの最新バージョンでは次の機能が追加され
ています。

• Blu-ray ディスク、AVCHD ムービーの作成 (メニュー付き )

• マルチレイヤーメニュやさらに簡単に使えるメニューを作
るためのメニュー作成ツール

• メニューのデザインを一新してさらに使いやすく強化され
た新メニュー

• 無制限に使える写真や動画と BGMも付けられる写真スラ
イドショーの作成

• パフォーマンスが強化された書き込みとインポート機能
• ドルビーデジタル 5.1 クリエータを使った高品質 6チャン
ネルサウンド出力のムービーを作成

注：使用できる機能は、インストールしているバージョンによって変
わる場合があります。 フルバージョンを購入するには、CyberLink オン
ラインストアをご利用ください。
 2



第 1章 : はじめに
PowerProducer プログラム
CyberLink PowerProducerで追加された新機能：

PowerProducerプロジェクト
CyberLink PowerProducer のプロジェクトを保存すると、.PPP ファイ
ルで保存されます。 このプロジェクトファイルはユーザー指定の
ムービーコンテンツ、特殊効果、設定で構成された、未完の作品で
す。

[ムービーディスクの作成 ]機能で、ビデオ CD、
DVD、Blu-ray ディスク、AVCHDなどのさまざまな
形式でプロ顔負けのディスクが作成できます。 
[Right-to-Disc](ディスク直接書き込み )を使う
と、ビデオコンテンツを DVカメラ、HDVカメラ、
TV、ウェブカメラ、VCRから直接 DVDやブルーレ
イディスクに書き込むことができます。途中でハード
ディスクにいったん保存する必要はありません。
書き換え可能ディスクに書き込む場合は、[VRの編
集 ]機能を使って前に戻りコンテンツを後から編集
することができます。
既にディスクプロジェクトを保存している場合は、[
プロジェクトを開く ] で素早くアクセスすることがで
きます。 保存したプロジェクトは後からテンプレート
として使うことができます。
[ディスクユーティリティ ] 機能には、ディスクの消
去やコピー、イメージまたはフォルダからのディスク
の書き込み、ディスクイメージの保存など便利な機能
がたくさんあります。
3



CyberLink PowerProducer
注：CyberLink PowerProducerで編集したビデオクリップ、音声ファイ
ル、写真は、元のメディアには影響しません。

既存のファイルを開いたり保存したりする他にも、CyberLink 
PowerProducerプロジェクトファイルを新しく作成できます。 このよ
うな操作に使用するボタンは、ウィンドウの上部にあるほとんどの
CyberLink PowerProducer機能で提供されています。

注：これらのツールは、すべての機能で使用できるとは限りません。

新規作成 保存 環境設定

プロジェクトを開く 名前を付けて保存

ヘルプ
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第 1章 : はじめに
使い方
CyberLink PowerProducer のメニューは使用する機能により異なりま
す。 ディスクメニューを作成する場合でも、作成したいメニューの
種類によって特定の機能を省略することができます。 どの場合にも
対応できるよう、ここでは完成したディスクの作成に必要な機能と
その他の機能に関する概要を簡単に説明します。

ムービーディスクの作成
次の説明は、メニューのカスタマイズやチャプタの作り方などフル
機能のムービーディスの作成方法をすべて説明しています。必要な
ところをお読みください。

注：ディスクの作成を始める前に、ビデオやオーディオなどの設定を
先に行っておいてください。 詳細は、63ページの「作品の環境設定」
をご覧ください。 

ステップ 1： ディスク形式の選択
ステップ 2： コンテンツの取得

• ビデオと写真をインポートする
• ビデオと写真のキャプチャ

ステップ 3： クリップの編集

ステップ 4： 写真スライドショーの編集

ステップ 5： ディスクメニューの作成

• ディスクメニューテンプレートの選択
• ディスクメニューのカスタマイズ
• チャプタの設定
• 構成の編集

ステップ 6： コンテンツのファイナライズ
• コンテンツのプレビュー
5



CyberLink PowerProducer
• コンテンツの書き込み、ディスクイメージの保存、ディス
クフォルダの作成など

PowerProducer のバージョンについて
CyberLink PowerProducer で利用可能な機能はコンピュータにインス
トールしたバージョンにより完全に異なります。 プログラムが表示
する CyberLink PowerProducer ロゴをクリックするとインストールし
てあるプログラムのバージョンが確認できます。 フルバージョンを
購入するには、CyberLink オンラインストアをご利用ください。

ソフトウェアのアップグレード
ソフトウェアのアップグレードは定期的に提供されます。 ソフト
ウェアをアップグレードするには、ウィンドウ上部のボタンから

 をクリックします。

Webブラウザのウィンドウに CyberLinkのオンラインストアが開き
ます。ここでは、プログラムのアップグレードや CyberLinkや
CyberLink製品の情報も見ることができます。

注：この機能を使用するには、インターネットに接続する必要があり
ます。

ソフトウェアの認証
現在の CyberLink PowerProducer を新しいバージョンにアップグレー
ドできる CDキーがある場合、次の操作を行います。

1. [環境設定 ]  ボタンをクリックします。このボタンはどの
ウィンドウからもアクセス可能です。

2. [アクティブ化 ] ボタンをクリックします。
 6



第 1章 : はじめに
サポートする形式
ディスクの作成を始める前に、プロジェクトにインポートできる
ファイルの種別について知っておきましょう。 CyberLink 
PowerProducerでは、次の形式のファイルをプログラムにインポート
できます。
音声入力形式 : .mp3、.wav、.wma

画像入力形式 :.bmp、.jpg、.jpeg、.gif、.tif、.tiff、.png

ビデオ入力形式 :.mpg、.mpeg、.avi、.dat、.wmv、.asf、.vob、.dvr-
ms、.mod、.tod、.tpd、.m2ts、.mts、.mp4、.ts、.m2t、.pds

CyberLink PowerProducerは以下のディスクとファイル形式に対応し
ています。

注：使用できる機能は、インストールしているバージョンによって変
わる場合があります。 フルバージョンを購入するには、CyberLink オン
ラインストアをご利用ください。

ディスクのタイプ ファイル形式

BD-RE、BD-R BDAV、BDMV

DVD-R、DVD-R DL、DVD+R、
DVD+R DL

DVD-Video、AVCHD

DVD-RW DVD-Video、DVD-VR、
AVCHD

DVD+RW DVD-Video、DVD+VR、
AVCHD

DVD-RAM DVD-VR

CD-R、CD-RW VCD、SVCD
7
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システム要件
次に、このプログラムを使用する際に推奨する最小限のシステム要
件を記載します。 使用するシステムがこの要件を満たしていても、
一部の作業を行うためにはシステムの拡張が必要になる場合があり
ます。

最小 システム要件

CPU Intel Pentium 4 1.3 GHz または AMD Athlon 1500+ 
および上記仕様 (基本 DVDオーサリング用 )
Intel Pentium 4 3.0 GHz または AMD Athlon XP 
3000+ および上記仕様 (高画質オーサリングとダ
イレクト DV/HDV 録画用 )

メモリ 512 MB (1 GB 以上推奨 )

OS Windows 7/Vista/XP/2000 (Home または Professional 
版 )

画面解像度 1024 x 768

ハードディ
スク容量

VCD作成では 1GB
DVD作成では 5GB
ブルーレイディスク作成では 25GB

DV/HDV OHCI IEEE 1394 対応デバイス

キャプチャ
デバイス

アナログビデオキャプチャ :WDM規格に準拠し
た USBまたは PCIキャプチャデバイス
DVカメラビデオキャプチャ :OHCI規格に準拠し
た IEEE 1394入出力デバイス
DSC写真のインポート :USBインターフェイス

書き込み CD、VCDs、DVD、Blu-ray ディスクの書き込む
には書き込みデバイスが必要。書き込みデバイス
の要件については、弊社ホームページ (http://
www.cyberlink.com)を参照ください。
 8



第 1章 : はじめに
オプションのシステム要件
• ビデオのキャプチャ中に HDVコンテンツをプレビューす
るには、nVidia 6200 (またはそれ以上 ) または ATI X700 (
またはそれ以上 ) のグラフィックカードをご使用になるこ
とをお勧めします。

• AVCHD を再生すると大量のシステムリソースを使います。
そのため、CyberLink PowerDVD Ultra 互換のグラフィック
カードの使用を推奨します。http://www.cyberlink.com/multi/
support/
answerbox_productfaq.jsp?FID=2577&nProdId=31&ProdVerId=
175&nCateId=5を参照ください。
9
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第 2 章 :

ムービーディスクの
作成 

この章では、コンテンツのキャプチャから、完成した作品のディスクへの
書き込みにいたる、ムービーの作成手順について説明します。また、さま
ざまな機能を駆使したビデオ作品や写真スライドショーの作成、ディスク
のカスタマイズ、書き込み後のディスクの編集についても説明します。

この章には、次の節があります。

• 12ページの「ディスク形式の選択」
• 15ページの「コンテンツの取得」
• 20ページの「クリップの編集」
• 25ページの「写真スライドショーの編集」
• 30ページの「ディスクメニューの作成」
• 39ページの「コンテンツのファイナライズ」

注：使用できる機能は、インストールしているバージョンによって変
わる場合があります。
11



CyberLink PowerProducer
ディスク形式の選択
ムービーディスクを作成するには、まず使用するディスクの形式を
選択します。 
ムービーディスクの作成を始めるには、次の操作を行います。

1. CyberLink PowerProducerを開きます。
 12



第 2章 : ムービーディスクの作成
2. [ムービーディスクの作成 ]をクリックします。

3. 使用するビデオ形式を以下から選択します。
• ビデオ CD: 低品質のビデオまたはスライドショーを作成し
ます。

• DVD: 長時間の高品質のビデオを作成するのに適していま
す。 

• ブルーレイディスク : ブルーレイディスクプレイヤーで再
生する高品質のハイビジョンビデオを作成するのに適して
います。 

• AVCHD: MPEG-4 AVC (H.264) ビデオコーデックを使う高
品質のハイビジョンビデオを作成します。

注：Blu-ray ディスクおよび AVCHD メディアの作成はオプションで
す。特定の CyberLink PowerProducer のバージョンでのみ利用可能で
す。 AVCHD に対応していないプレイヤーに AVCHD ディスクを挿入し
た場合、プレイヤーからディスクを取り出せなくなる、もしくはディ
スクが損傷を受ける可能性があります。

4. 必要に応じてその他のオプションを以下から設定します。
13
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• 特殊ビデオレコーディング形式 : 特定のビデオレコーディ
ング形式を選択します。

• ディスクサイズ : 使用するディスクのサイズを選択してく
ださい。

• TV アスペクト比 : ディスクの TVアスペクト比を選択しま
す。

5. 次へをクリックして続けます。
 14



第 2章 : ムービーディスクの作成
コンテンツの取得
作品には、ビデオと写真の両方を同時に使用できます。 インポート
とキャプチャの機能は、[ムービーディスクの作成 ]機能の [ディ
スク ]ウィンドウにあります。

注：ビデオカメラによっては PCの外部ディスクドライブに認識され
る場合があります。 このような場合は [ビデオファイルのインポート ] 
機能を使用して外部ドライブ（ビデオカメラ）からハードディスクに
ファイルを直接インポートします。

コンテンツウィンドウを開くには、次の操作を行います。
1. CyberLink PowerProducerを起動します。
2. [ムービーディスクの作成 ]をクリックします。
3. ディスクのタイプを選択して、次へをクリックします。[ディ
スク ]ウィンドウが開きます。

4. 左側のオプション一覧からメディアをインポートまたはキャ
プチャするかどうかを選びます。
• インポート： ビデオファイル、写真、ディスクのシーン
15
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注：コンテンツのインポートを禁止する技術で保護されているディス
クもあります。

• キャプチャ： 各種ソース

ビデオのキャプチャ
CyberLink PowerProducer を使うと、以下の媒体からビデオキャプ
チャ (音声込み )できます。

• DVカメラ
• HDVカメラ
• TV

• PCウェブカメラ
• VCR

ビデオのキャプチャを始めるには、以下の操作を行います。
1. コンテンツウィンドウの [キャプチャ ] 機能の [ビデオ ]を
クリックします。
 16



第 2章 : ムービーディスクの作成
2. 開いたウィンドウでのドロップダウンリストからキャプチャ
したいソースを選びます。

注：DVまたは HDVカメラがオンになっていることを確認し、VCR/
カメラモードに設定すると CyberLink PowerProducerが認識します。

3. 次のいづれかの方法でキャプチャするコンテンツを指定しま
す。
• HDVまたは DVカメラからキャプチャする場合は、プレ
ビューウィンドウの再生ボタンが使えます。

• TVからキャプチャする場合は、キャプチャするビデオの
チャンネルを選択します。 

4. 必要に応じて、[録画時間の設定 ] を選択して CyberLink 
PowerProducer でキャプチャするビデオの長さを入力します。

5. をクリックしてキャプチャを開始します。
6. 必要なビデオをキャプチャし終えたら、 をクリックして操作
を終了します。 録画時間の設定を選択した場合、CyberLink 
PowerProducer は設定した時間を経過したら自動的にキャプ
チャ操作を停止します。
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注：ノンリアルタイムキャプチャでは、フレーム落ちを防ぐためにビ
デオの再生終了後もキャプチャや処理を継続することがあります。

取り外し可能デバイスから写真をキャプ
チャする

写真オプションを選択して CyberLink PowerProducer を使ってデジタ
ルカメラやその他 USBデバイスなどの取り外し可能デバイスから写
真をキャプチャすることができます。
取り外し可能デバイスからキャプチャするには、次の操作を行いま
す。

1. コンテンツウィンドウの [キャプチャ ] 機能の [写真 ]をク
リックします。 [写真スライドショー ]ダイアログボックスが
開きます。

2. ドロップダウンボックスから取り外し可能デバイスを選択し
ます。
 18
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3. キャプチャする静止画を選択します。
• すべての静止画を選択するには、[すべて選択 ]オプショ
ンを選択します。

• サムネイルの大きさを切り替えるには、 をクリックし
ます。

• サムネイルが 1つのページに収まりきれない場合、 ボタ
ンや ボタンを使用して、別のページにあるサムネイルを
見ることができます。

4. をクリックし、静止画を保存するディレクトリを選択し
ます。

5. [OK]をクリックします。
19
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クリップの編集
CyberLink PowerProducer で、インポート /キャプチャしたビデオク
リップを簡単に修正し、編集機能でビデオクリップのように操作し
て写真スライドショーを作成できます。 必要に応じてビデオクリッ
プのアスペクト比を調整することもできます。
この編集機能を使うには、[ムービーディスク作成 ]機能の [編集 ] 
にある [ビデオクリップ ] をクリックします。

ビデオクリップのアスペクト比を調整
ビデオクリップをインポートまたはキャプチャする場合には、
CyberLink PowerProducer が自動的にビデオクリップのアスペクト比
を検出します。 ビデオクリップが異なるアスペクト比を使っている
場合は、手動で希望するアスペクト比に調整することもできます。
ビデオクリップのアスペクト比を手動で調整するには、次の操作を
行います。

1. 作成者ウィンドウからビデオクリップを選択します。
2. ビデオクリップを右クリックして、[プロパティ ]を選択す
ると、[動画のプロパティ ]ウィンドウを開きます。

3. [アスペクト比 ] ドロップダウンから新しいアスペクト比を
選択してから [OK]をクリックします。

ABカット
「ABカット」オプションは、ビデオクリップ /写真スライドショー
の最後のトリムまたは最後を残して真ん中を切り取るなどの操作が
できます。
クリップ /スライドショーの ABカットを実施するには、次の操作
を行います。
 20
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1. [編集 ]機能の [ビデオクリップ ]をクリックしてから [AB
カット ]をクリックします。

2. ストーリーボードで編集するクリップ /スライドショーを選択
します。

3. スライダまたは再生ボタンを使用してプレビューウィンドウ
の開始位置 (スライド )にマークを設定してから をクリッ
クします。

4. スライダまたは再生ボタンを使用してプレビューウィンドウ
の終了位置 (スライド )にマークを指定してから をクリッ
クします。

5. 選択：
• オレンジ色で示す部分を残すには、[選択部分を残す ]

• オレンジ色で示す部分を削除するには、[選択部分を削除
]

6. をクリックします。 編集したクリップ /スライドショー
がストーリーボードに表示されます。

結合
[結合 ]機能を使うと複数のクリップや 2つ以上の写真スライド
ショーを 1つの長いクリップ /スライドショーに結合することがで
きます。
複数のクリップを結合するには、次の操作を行います。

1. [編集 ]機能の [ビデオクリップ ]をクリックして [結合 ]
タブをクリックします。

2. クリップ /スライドショーを選択してからをクリックして  

結合リストの表示に追加します。 結合するクリップすべてにつ
いて、この操作を行います。
• 結合リストからクリップを削除するには、 ボタンを使用
します。
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• 必要に応じて、 や  ボタンを使用してクリップの表示
順序を指定します。

3. をクリックして結合を開始します。 結合されたクリッ
プは、１つのクリップとしてストーリーボードに表示されま
す。
注：ビデオクリップを結合すると、そのクリップのアスペクト比は一
番長いクリップのアスペクト比に合わせて設定されます。

分割
既存のビデオクリップや写真スライドショーを 2つの別クリップに
分割できます。
クリップを分割するには、次の操作を行います。

1. [編集 ]機能の [ビデオクリップ ]をクリックして [分割 ]
タブをクリックします。

2. 次のいずれかを行って、分割位置（クリップを分割する位置
にあるフレームやスライド）を選択します。
• ビデオクリップ :スライダを使用して分割時間を指定しま
す。

• アルバム :スライダを使用して分割を開始する位置の直前
にあるスライドを指定します。

3. をクリックして分割を開始します。 2つに分割されたク
リップが 2つクリップとしてストーリーボードに表示されま
す。

動画用の高度な編集（オプション）
より高度な動画編集を行うには、[高度な編集 ]ボタンをクリック
して CyberLink PowerDirectorを起動します。 このプログラムの使用
方法については、製品に組み込まれているヘルプをご覧ください。
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注：使用できる機能は、インストールしているバージョンによって変
わる場合があります。

CMカット
CyberLink PowerProducer は、CMカット機能を使ってビデオや TVの
録画からコマーシャル (宣伝広告 ) を削除します。

注：使用できる機能は、インストールしているバージョンによって変
わる場合があります。

コマーシャルの自動検出
CyberLink PowerProducer は自動的にビデオのコマーシャルシーンを
検出してそのビデオを編集する方法を決めることができます。次の
操作を行います。

1. [編集 ]機能の [CMカット ]をクリックします。
2. 編集するクリップをクリックしてから [自動検出 ] 

 ボタンをクリックします。 CyberLink 
PowerProducer は、自動的にビデオからすべてのコマーシャルを
検出し、終了するとプレビューウィンドウにオレンジ色で強調
表示します。

3. 必要に応じて、プレビューページのボタンを使用して編集した
ビデオをプレビューします。

4. 必要であれば、プレビューウィンドウの下にあるスライダをド
ラッグしてさらに細部まで編集し をクリックします。

5. [OK]をクリックします。編集したクリップが [ストーリー
ボード ]ウィンドウに表示されます。

手動でコマーシャルを削除する
CyberLink PowerProducer を使用して手操作でビデオからコマーシャ
ルを削除することができます。 それには、次の操作を行います。
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1. [編集 ]機能の [CMカット ]をクリックします。
2. ストーリーボードでカットするクリップをクリックします。
3. プレビューウィンドウのインジケータをドラッグしてコマー
シャルを開始する時間にマークを指定します。

4. プレビューウィンドウのインジケータをドラッグしてコマー
シャルを終了する時間にマークを指定します。

5.  オレンジ色を残す場合は [選択部分を残す ] 、残さない場合は 
[選択部分を削除 ] を選択します。

6.  をクリックします。編集したクリップがストーリーボード
に表示されます。

7. 必要であれば、プレビューウィンドウの下にあるスライダを
ドラッグしてさらに細部まで編集し をクリックします。

8. [OK]をクリックします。編集したクリップがストーリー
ボードに表示されます。
 24



第 2章 : ムービーディスクの作成
写真スライドショーの編集
CyberLink PowerProducer は写真を使って写真スライドショーウィン
ドウにダイナミックなスライドショーを作成するお手伝いをします。

写真スライドショーウィンドウは、写真を CyberLink PowerProducer 
にインポートすると自動的に起動されます。また、写真をインポー
トしてから [編集 ] 機能の [写真スライドショー ] を選択しても開
けます。

注：写真スライドショーは写真を CyberLink PowerProducerにインポー
トすると自動的に作成されます。 

写真をスライドショーに追加
スライドショーの既存のアルバムに写真を追加するには、次の操作
を行います。

1. [編集 ]機能の [写真スライドショー ]をクリックします。
25
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2. 必要に応じて、  や ボタンを使用して写真を追加したいア
ルバムを選択します。

3. [スライドの追加 ]をクリックします。 写真をアルバムに追加
するウィンドウが表示されます。

4. 追加したい写真を選択して [ファイルを開く ]をクリックし
ます。

注：必要に応じて、プレビューコントロールの回転  ボタンを使用
して素早くスライドショーの写真の向きを変更します。

スライドショーの BGMを設定
写真スライドショーに BGMを設定するには、次の操作を行います。

1. [編集 ]機能の [写真スライドショー ]をクリックします。
2. 必要に応じて、  や ボタンを使用して音楽を追加したいア
ルバムを選択します。

3. [BGMの設定 ]をクリックします。 BGMウィンドウが表示さ
れます。

4. [BGMインポート ] をクリックして、BGMに追加したい
オーディオファイルを選択します。
注：写真スライドショーの BGMにアルバム全体や複数の曲を追加す
ることもできます。

5. 必要に応じて、右側にあるボタンを使用して再生したい音楽
の順序を設定してください。 

6. [リピート再生 ] を選択すると、選択したオーディオファイ
ルを自動的に繰り返し再生します。

7. [自動クロスフェード ]を選択すると、選択したオーディオ
ファイル間にクロスフェードを追加できます。

8. 必要に応じて、再生ボタンとトリムバーのスライダを使用し
てオーディオファイルをトリムします。
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第 2章 : ムービーディスクの作成
9. [OK]をクリックすると変更を保存してスライドショーに音
楽を追加します。

スライドショー表示時間の設定
表示時間の設定では、スライドのイメージを表示する長さを指定し
たり、スライドショーアルバム全体の再生時間を指定したりできま
す。 アルバムスライドショーの表示時間と追加した BGMの長さを合
わせることもできます。

• 表示する各スライド（写真）の表示時間を指定するには、
[スライド ]を選択して、表示時間を入力します。

• アルバム全体の表示時間を指定するには、[スライド
ショー ]を選択して、表示時間を入力します。

• アルバムスライドショーの再生時間を BGMに選択した音
声ファイルの長さに自動的に合わせるには、[BGM]を選
択します。

スライドショー効果の設定
スライド間のトランジションや写真に動きを加えるなどの効果を写
真スライドショーに設定できます。

• 自動拡縮 (パンとズーム )： スライドショーに動きを加え
て拡大表示するようにできます。 [自動拡縮 ]オプション
を選択すると、写真スライドショーに拡大および縮小効果
を加えられます。

• トランジション効果：スライドショーアルバムの写真それ
ぞれにトランジションを加えることができます。 この機能
は、[トランジション効果 ]のドロップダウンからトラン
ジションタイプを選んで設定します。 

注：[ランダム ] を選択すると、同じスライドの繰り返しなどスライド
間にさまざまなトランジションを追加します。
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• [所要時間 ] フィールドにはトランジションを発生させる
時間量を秒単位で入力します。

静止画ファイルのバックアップ
書き込むディスクにスライドショーの写真をバックアップするには、
[静止画ファイルの保存 ] オプションをクリックします。

タイトルサムネイルイメージの設定
スライドショーアルバムにあるイメージを、ディスクメニューにあ
るアルバムの表紙にサムネイルとして表示できます。
サムネイルに写真を設定するには、タイトル写真として設定したい
ストーリーボードの写真 をクリックしてから  ボタンをクリック
します。 

自動写真回転
CyberLink PowerProducer は、Exif (エグジフ )対応のデジタルカメラ
で撮影された写真の場合は、自動的に写真を回転させて適切な方向
で表示します。 自動的に写真を回転させるには、[自動回転 ]をク
リックします。 CyberLink PowerProducer は自動的に適切な方向に設
定します。

静止画用の高度な編集（オプション）
より高度な静止画編集を行うには、[アドバンス編集 ]ボタンをク
リックして CyberLink PhotoNowを起動します。 このプログラムの使
用方法については、製品に組み込まれているヘルプをご覧ください。

注：使用できる機能は、インストールしているバージョンによって変
わる場合があります。
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ブラウズ スライドショー
BDMV形式でディスクを作成する場合、ブラウズできるスライド
ショーを作成できます。 ディスクに書き込むと、ブラウズかのうな
スライドショーにより写真をスライドショーとして表示できます。
その際、[次のチャプタ ]ボタンを使用して好みのペースで閲覧で
き、追加した BGMが途切れることもありません。
ブラウズ可能なスライドショーを作成するには、[自動拡縮 ]を選
択を解除してから [トランジション効果 ]ドロップダウンで [トラ
ンジションなし ]を選択します。 

注：この機能は、ディスクを BDMV形式で作成した場合にのみ有効で
す。従って、CyberLink PowerProducerのすべてのバージョンで利用で
きないことがあります。
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ディスクメニューの作成
カスタマイズメニューウィンドウで創造的で使いやすいディスクメ
ニューが作成できます。 できること：

• メニュー背景の選択、またはテンプレートからの選択
• テキストやボタンとテキストを含めたレイアウト全体の変
更

• チャプタ、最初に再生するビデオ、BGMの追加
[メニューの設定 ]ウィンドウを開くには、コンテンツウィンドウ
の [編集 ] 機能から [メニュー ]をクリックします。

テンプレートを選ぶ
CyberLink PowerProducer はスタイリッシュなテンプレートを多数ご
用意しています。 このメニューは予め利用者に合わせてカスタマイ
ズされています。さまざまな動きや音楽機能が使われている場合も
あります。 
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予め定義してあるテンプレートを使うと、クリックできるテキスト
やサムネールを使ったメニューが作成できます。どちらでもお選び
いただけます。CyberLink PowerProducer のメニューにはマルチレイ
ヤー用のデザインもご用意しています。これらのメニューは、メイ
ンメニューページと作成したムービーにリンクするサブメニューで
構成されています。

注：マルチレイヤーメニューの場合、サムネイルクリップを表示する
には先にシーンをクリックしてから  をクリックしなくてはなりま
せん。

メニューテンプレートを選択するには、次の操作を行います。
1. メニューのカスタマイズウィンドウで、[テンプレート ]を
クリックします。

2. フィルタリストを使用して、ドロップダウンからご自分の
ムービーに合ったメニュータイプを選択します。

3. リストから使用するテンプレートを選びます。

4. をクリックするとメニューのカスタマイズウィンドウに
戻ります。

ディスクメニューのカスタマイズ
CyberLink PowerProducer では以下のメインメニューがカスタマイズ
可能です。

メニューに BGMを追加する
ビデオから自分の写真またはサムネイルを背景イメージとして追加
してディスクメニューに使うことができます。 
ディスクメニューにカスタマイズした背景イメージを追加するには、
次の操作を行います。

1. メニューのカスタマイズウィンドウで、[テンプレート ] を
クリックします。
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2. をクリックして使用するイメージまたはビデオを選択しま
す。

3. クリックして、メニューのカスタマイズウィンドウを閉
じます。

メニューページに表示するサムネイルボタン数の指
定

各メニューページに表示されるサムネイルボタンの数を指定するに
は、次の操作を行います。

1. メニューのカスタマイズウィンドウで、[ページ別サムネイ
ル ]をクリックします。

2. 対応するアイコンをクリックしてサムネイルボタンの数を選
択します。

3.  をクリックすると、カスタマイズウィンドウを閉じ、
変更を適用します。

メニューテキストの変更
メニューページに表示するテキストを変更するには、テキストをダ
ブルクリックして、新しいテキストを入力します。 
メニューページに表示するテキストのフォントプロパティを変更す
るには、テキストをクリックして、 をクリックします。 開いたダイ
アログボックスでフォントプロパティやテキストの色を変更し、影
や線を追加したら [OK]をクリックします。

BGMの設定
メニューテンプレートにはデフォルトで BGMが設定されています
が、自分で曲を選ぶこともできます。
メニューにアルバムに BGMを追加するには、次の操作を行います。
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1. をクリックします。 [BGM]ダイアログボックスが開きま
す。

2. をクリックして、音声トラックを開きます。 音声ファ
イルは、ここで編集することも、選択して動画クリップに追
加することもできます。 必要に応じて、次のオプションを使用
します。
• フェードイン /フェードアウトを行う。
• 動画クリップが終わるまで音声トラックを繰り返して再生
する。

• トリムバーのスライダを使用して音声ファイルをトリムす
る。

• 音量を調節する。
3. [OK]をクリックします。[BGM]ボックスに音声トラックが
表示されます。

ファーストプレイビデオクリップの設定
ファーストプレイに指定したクリップは、ディスクプレイヤにディ
スクが挿入されると、メニューページが表示される前に再生されま
す。 プロの作品では、ファーストプレイは一般に著作権情報や警告
の表示に使われますが、 個人的な作品では、自己紹介や、何か別の
動画クリップの表示に使用してかまいません。

クリップをファーストプレイに指定するには、 をクリックして対
象のファイルを開きます。 ファーストプレイに指定したファイルの
セットを削除するには、 をクリックします。 ファーストプレイを
プレビューするには、 をクリックします。

チャプタの設定
CyberLink PowerProducer でムービー作品にチャプタを設定できます。 
市販のディスクと同様、チャプタを設定するとメニューページで
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シーン選択が可能になり、前のコンテンツをスキップすることがで
きます。

チャプタの自動作成
チャプタを自動作成するには、次の操作を行います。

1. チャプタを追加したいコンテンツウィンドウでビデオクリッ
プを選択したら、[編集 ] 機能の [チャプタ ] をクリックし
ます。

2. 次のいづれかの方法でチャプタを設定します。
• ビデオに特定のチャプタを作成する場合は、[チャプタを
均等に作成する ]オプションを選択し、ボックスに数を入
力します。

• CyberLink PowerProducer でチャプタのシーンを検出して
チャプタを設定するには、[チャプタをシーン検出で作成
する ] オプションを選択します。 

注：シーン検出の精度を上下させると、チャプタ数を調節することが
できます。 精度が高くなれば、チャプタも増加します。
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第 2章 : ムービーディスクの作成
3. をクリックしてチャプタを作成します。 各チャプタが、ス
トーリーボードにサムネイルとして表示されます。

4. [OK]をクリックします。

チャプタの手動作成
チャプタを手動で作成するには、次の操作を行います。

1. チャプタを追加したいオーサリングウィンドウでビデオク
リップを選択したら、[編集 ] 機能の [チャプタ ] をクリッ
クします。

2. 再生コントロールを使用してチャプタを作成するポイントを
探し、 をクリックしてそのポイントにチャプタを作成しま
す。

3. [OK]をクリックします。

注：ビデオクリップのチャプタからストーリーボードに表示するサム
ネイルに使う静止画を指定するには、プレビューウィンドウで対象の
画像を表示し、 をクリックします。
35



CyberLink PowerProducer
筋書きの整理
ディスクメニューを作成したら、オーサリングウィンドウのサムネ
イルの順序が作成したムービー作品のビデオクリップやスライド
ショーの順序に対応していることを確認します。

クリップの順序を変える、レイアウトをカスタマイズする、または
各クリップをプレビューして作品を整理できます。 クリップを移動
するには、次のいずれかを行います。

注：マルチレイヤーメニューの場合、サムネイルクリップを表示する
には先にシーンをクリックしてから  をクリックしなくてはなりま
せん。

• クリップを右クリックして、[前へ ](先頭方向へ )または
[次へ ](末尾方向へ )を選択します。 クリップが、指定し
た方向に 1つ移動する。

• サムネイルをドラッグ＆ドロップしたり、その対応するテ
キストをメニュー上で移動します。

• 矢印キーを使用してサムネイルやテキストを希望する位置
に移動します。
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プレイリストの追加
ディスクにプレイリストを追加すると、ディスクを再生したときに
コンテンツのどの部分を表示するか指定できるようになります。作
成したムービーの異なるバージョンを表示する場合などに備えて、
オリジナルのコンテンツとは異なるバージョンのプレイリストを表
示できるように複数のプレイリストを書き込むことができます。

注：プレイリストは、DVD-VRまたは BDAVディスクを作成する場合
にのみ作ることができます。

プレイリストを作成するには、次の操作を行います。
1. コンテンツウィンドウの [編集 ] 機能の [プレイリスト ]を
クリックします。

2. 必要に応じて、 をクリックして、新しいプレイリストを作
成します。

3. 再生ボタンを使用してビデオやプレイリストを追加したいビ
デオの開始 /終了位置の部分をプレビューしたらをクリックし
てビデオの開始 /終了位置をプレイリストに  追加します。

4. をクリックすると、選択したオリジナルクリップをプレイ
リストに追加します。
37



CyberLink PowerProducer
5. [OK]をクリックします。

注：必要に応じて、  や  ボタンを使用して作成した利用可能なす
べてのプレイリストをスクロールします。
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コンテンツのファイナライズ
メディアを取得し、筋書きをまとめてクリップを編集し、音声など
の効果を追加して、レイアウトやディスクの概観をカスタマイズし
たら、いよいよ作品を完成させましょう。

ディスクコンテンツのプレビュー
クリップの整理が完了し、コンテンツが完成したら、ディスクに書
き込む前に作品全体をプレビューすると良いでしょう。また、ディ
スクのプロパティやディスクのメニューも見ることができます。

ビデオ、スライドショー、および追加した設定を含む作品全体をプ
レビューするには、[プレビュー ] タブをクリックします。 メニュー
やビデオサムネイルの動画をプレビューするには、 をクリックし
ます。また、ディスクのビデオコンテンツのすべてを最初からプレ
ビューするには、 をクリックします。 プレビューウィンドウの下
にあるボタンを使って、プレビューを開始したり停止したりできま
す。
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注：インスタント /モーションプレビュー機能は、DVD+VRディスク
で利用できません。

ディスクへの作品の書き込み
ムービー作成の仕上げは、作品をディスクに書き込む作業です。 書
き込んだ作品は、ディスクプレイヤーで再生して、家族や友人と一
緒に楽しむことができます。

作品をディスクに書き込むには、次のようにします。
1. [書き込みの設定 ]ウィンドウで [ディスクの書き込み ]オプ
ションを選択します。

2. 使用する書き込みオプションを選択します。
 作成するコピーの数を入力します。
 ディスクにボリュームラベルを付ける場合、ラベルを入
力します。

3. [書き込み ]をクリックします。 処理がすぐに始まります。 
CyberLink PowerProducerでは、処理状況がリアルタイムで表
示されます。
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注：書き込み処理にはも数分かかります。時間は、ビデオの長さによ
り異なります。 CyberLink PowerProducerで作品が表示されるまで、
少々お待ちください。

処理が完了するとメッセージが表示され、次に行える操作のオプ
ションが表示されます。

• [ディスクのプレビュー ]をクリックすると CyberLink 
PowerDVD(インストールされている場合 )でディスクを再
生します。

• CyberLink PowerProducerのメインウィンドウに戻るには、
[メインメニューに戻る ]をクリックします。

• プログラムを終了するには、[PowerProducerの終了 ]
をクリックします。

ディスクイメージとしての作品の保存
作品をディスクイメージとしてハードディスクに保存し、あとで
ディスクに書き込むことができます。 このオプションは、コン
ピュータに書き込みドライブがない場合には、特に便利です。
作品をディスクイメージとして保存するには、次のようにします。

1. [ディスクイメージの保存 ]オプションを選択します。

2. をクリックし、ディスクイメージを保存するディレク
トリを選択して、ファイル名を入力します。

3. [書き込み ]をクリックします。 処理がすぐに始まります。 
CyberLink PowerProducerでは、処理状況がリアルタイムで表
示されます。

処理が完了するとメッセージが表示され、次に行える操作のオプ
ションが表示されます。

• CyberLink PowerProducerのメインウィンドウに戻るには、
[メインメニューに戻る ]をクリックします。

• プログラムを終了するには、[PowerProducerの終了 ]
をクリックします。
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フォルダの作成
フォルダを作成すると、ハードディスクにムービーを作成するため
のファイルがすべて保存されるため、すぐに作成に取り掛かること
ができます。
フォルダを作成するには、次の操作を行います。

1. [フォルダの作成 ]オプションを選択します。
2. をクリックし、フォルダを保存するディレクトリを選
択します。
注：フォルダを作成すると、ディレクトリ内のデータがすべて上書き
されます。

3. [書き込み ]をクリックします。 処理がすぐに始まります。 
CyberLink PowerProducerでは、処理状況がリアルタイムで表
示されます。

処理が完了するとメッセージが表示され、次に行える操作のオプ
ションが表示されます。

• CyberLink PowerProducerのメインウィンドウに戻るには、
[メインメニューに戻る ]をクリックします。

• プログラムを終了するには、[PowerProducerの終了 ]
をクリックします。
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書き込み終了後のディスク編
集

作品を +VR、-VR、または BDAV 形式の書き換え可能ディスクに書
き込んだ場合は、前に戻り後からコンテンツを編集することができ
ます。
書き込み終了後に編集するには、次の操作を行います。

1. CyberLink PowerProducerを起動します。
2. [VRの編集 ]をクリックします。

3. ターゲットディスクを挿入して、書込速度とアスペクト比を
選択したら [次へ ]をクリックします。

4. CyberLink PowerProducer プログラムで必要な変更を行います。
• コンテンツの取得は、15ページの「コンテンツの取得」.
をご覧ください。

• クリップまたはスライドショーの編集は、20ページの「ク
リップの編集」をご覧ください。
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• スライドショーの編集には、25ページの「写真スライド
ショーの編集」をご覧ください。

• ディスクメニューの変更には、30ページの「ディスクメ
ニューの作成」をご覧ください。

5. 編集が終わったら [次へ ] をクリックし、[書き込み ]をク
リックしてディスクに書き込みます。
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Right-to-Disc

ビデオコンテンツを DVカメラ、HDVカメラ、TV、ウェブカメラ、ビデオ
デッキから直接 DVDやブルーレイディスクに書き込むことができます。途
中でハードディスクにいったん保存する必要はありません。 これにより、ビ
デオをディスクに書き込むための時間を大幅に節約できます。

注：ビデオカメラがコンピュータで外部ディスク ドライブとして認識
される場合は、Right-to-Disc機能を使用できません。 このような場合
は [ビデオファイルのインポート ]機能を使用して外部ドライブ（ビデ
オカメラ）からハードディスクにファイルを直接インポートします。

最も簡単な方法は、ビデオコンテンツを直接 DVDや Blu-ray ディスクに書
き込み、ビデオを DVDプレイヤーや Blu-ray ディスクプレイヤーで再生し
たり、将来また別のプロジェクトで使うために保存したりできるようにす
ることです。

この章には、次の節があります。

• 46ページの「ビデオを直接ディスクに書き込む」

注：使用できる機能は、インストールしているバージョンによって変
わる場合があります。
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ビデオを直接ディスクに書き
込む

CyberLink PowerProducer を使用すると次の直接書き込み処理が行え
ます。

• DVカメラから DVDや Blu-ray ディスクにビデオを直接書
き込む

• HDVカメラから Blu-ray ディスクにビデオを直接書き込む
• TVから DVDや Blu-rayディスクにビデオを直接書き込む
• PCウェブカメラから DVDや Blu-rayディスクにビデオを
直接書き込む

• VCRから DVDや Blu-ray ディスクにビデオを直接書き込
む

これらの機能を実行する手順は殆ど同じです。 ただし、設定が多少
異なります。
ビデオをディスクに直接書き込むには、次の操作を行います。

1. CyberLink PowerProducerを起動します。
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2. [Right-to-Disc]をクリックします。

3. 使用するディスクを挿入し、正しいドライブが選択されてい
ることを確認します。

4. [最大速度 ]ドロップダウンリストで書き込み速度を選択し
ます。
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5. ドロップダウンリストでターゲットのディスク形式を選択し、
[次へ ].をクリックします。

6. [録画 ]をクリックして書き込みを開始します。CyberLink 
PowerProducerでは、処理状況がリアルタイムで表示されま
す。
注：DVまたは HDVカメラがオンになっていることを確認し、VCR/
カメラモードに設定すると CyberLink PowerProducerが認識します。

7. 必要に応じて、  を設定してデバイスを設定します。 
8. 必要に応じて、設定項目を設定します。
9. 必要に応じて、[詳細 ]タブをクリックし、ディスクまたは
ビデオの設定を表示 /設定します。

注：[詳細 ]タブの  をクリックして、ディスクのメニューのカス
タマイズを行います。詳しくは、30ページの「ディスクメニューの作
成」 をご覧ください。

10. [開始 ]をクリックして書き込みを開始します。 CyberLink 
PowerProducerでは、処理状況がリアルタイムで表示されま
す。
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注：書き込み処理にはも数分かかります。時間は、ビデオの長さによ
り異なります

書き込んだビデオは、プレビューウィンドウのボタンを使用してプ
レビューできます。
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第 4 章 :

ディスクユーティリ
ティ
CyberLink PowerProducerでは、ディスクのコンテンツや形式、ディスクイ
メージファイル、およびディスクフォルダを管理するためのいろいろな
ユーティリティを提供しています。 この便利なユーティリティにアクセス
するには、CyberLink PowerProducer メインページのディスクユーティリ
ティ を選択します。

この章には、次の節があります。

• 52ページの「ディスクの消去」
• 53ページの「ディスクのコピー」
• 55ページの「DVDプレイヤ互換ディスクの作成」
• 57ページの「ディスクのファイナライズ実行と解除」
• 58ページの「ディスクイメージの書き込み」
• 59ページの「ディスクイメージの保存」
• 60ページの「フォルダの書き込み」
• 61ページの「ファイルの出力」

注：使用できる機能は、インストールしているバージョンによって変
わる場合があります。
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ディスクの消去
書き換え可能なディスクを使用している場合、以前書き込んだコン
テンツを消去できます。 これにより、1枚のディスクを何度も使用で
き、ディスクを買わなくても済みます。
ディスクを消去するには、次の操作を行います。

1. CyberLink PowerProducerを起動します。
2. [ディスクユーティリティ ]をクリックします。
3. [ディスクの消去 ]をクリックします。

4. ディスクを挿入して、ドライブを選択します。
5. 消去方法を選択します。

• [高速 ]オプションでは、ディスクのインデックスを消去
します。

• [完全 ]オプションでは、ディスクのコンテンツすべてを
消去します。

6.  [開始 ] をクリックして開始します。 CyberLink PowerProducer
では、処理状況がリアルタイムで表示されます。
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ディスクのコピー
CyberLink PowerProducerでは、ディスク形式を問わず、コピーを作
成できます。 ただし、コピー元とコピー先のディスクは同じ形式で
なくてはなりません。 たとえば、CDを DVDにコピーすることはで
きません。
ディスクをコピーするには、次の操作を行います。

1. CyberLink PowerProducerを起動します。
2. [ディスクユーティリティ ]をクリックします。
3. [ディスクコピー ]をクリックします。

4. ソースディスクをドライブに挿入します。
5. ターゲットディスクを書き込みドライブに挿入します。
注：ディスクのコピーを同一ドライブで行う場合、まずディスクイ
メージディレクトリを作成する必要があります。これにより、コピー
処理中に CyberLink PowerProducerがディスクのコンテンツをハード
ディスクにコピーできます。

6. 使用する書き込みオプションを選択します。
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• 書き込み速度を選択します。
• 作成するコピーの数を入力します。
• コピー中のエラーを防止するため、[バッファアンダーラ
ンエラー防止の使用 ] オプションを選択しておいてくださ
い。

• [オンザフライ書き込み ]オプションでは、直接ディスク
に書き込みます。ハードディスクへの保存は行いません。 
ディスクドライブが 2台ある場合、このオプションを使用
してください。

• コピーに使用するドライブが 1台しかない場合、[ディス
クイメージの作成 ] オプションを選択してください。

7.  [開始 ] をクリックして開始します。 CyberLink PowerProducer
では、処理状況がリアルタイムで表示されます。
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DVDプレイヤ互換ディスクの
作成

CyberLink PowerProducerは、DVD-VRディスクを DVD-Video形式 (
一般の DVDプレーヤでの再生可能 )に変換することができます。 こ
のユーティリティを使用するには DVD書き込み装置が必要です。
DVD-video互換の DVD-VRディスクを作成するには、次の操作を行
います。

1. CyberLink PowerProducerを起動します。
2. [ディスクユーティリティ ]をクリックします。
3. [DVD-VRから DVD-Videoに変換 ]をクリックします。

4. ソースディスクをドライブに挿入します。
注：ソースディスクは必ず DVD-VR形式のディスクにしてください。

5. ターゲットディスクを書き込みドライブに挿入します。
注：ターゲットディスクは DVD-R/RWまたは DVD+R/RW形式ディス
クでも構いません。
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6. 使用する書き込みオプションを選択します。
• 書き込み速度を選択します。
• 作成するコピーの数を入力します。
• コピー中のエラーを防止するため、[バッファアンダーラ
ンエラー防止の使用 ] オプションを選択しておいてくださ
い。

• [フォルダの保存 ] オプションを指定すると、ディスク形
式の変換中に DVDフォルダをディスクに保存します。

7.  [開始 ] をクリックして開始します。 CyberLink PowerProducer
では、処理状況がリアルタイムで表示されます。
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ディスクのファイナライズ実
行と解除

プレイヤーの -VR設定で DVD-RWをプレビューするには、先に
ディスクを完成させる必要があります。(ファイナライズの解除を行
うと同じホームディスクプレイヤで見ることができません。) ファイ
ナライズしたディスクは、たとえ空きスペースがあってもデータを
追加できません。 ただし、ビデオの追加やチャプタの追加などの編
集機能を使うには、ファイナライズを解除する必要があります。
ディスクファイナライズの解除をするには、次の操作を行います。

1. CyberLink PowerProducerを起動します。
2. [ディスクユーティリティ ]をクリックします。
3. [ファイナライズの実行と解除 ]をクリックします。 ディスク
の状態によりファイナライズ実行または解除のウィンドウが
開きます。

4. ディスクを挿入して、ドライブを選択します。
5.  [開始 ] をクリックして開始します。  CyberLink 

PowerProducerでは、処理状況がリアルタイムで表示されま
す。
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ディスクイメージの書き込み
ディスクイメージは、ムービーコンテンツのすべてと設定で構成さ
れており、圧縮して RDF、ISO形式でディスクに保存し、あとで使
用できます。 ディスクイメージは、ディスクに書き込むためのファ
イル構造で保存されます。
ディスクイメージを書き込むには、次の操作を行います。

1. CyberLink PowerProducerを起動します。
2. [ディスクユーティリティ ]をクリックします。
3. [ディスクイメージからの書き込み ]をクリックします。

4. ディスクを挿入して、ドライブを選択します。
5. をクリックし、ディスクイメージファイルを開きます。
6.  [開始 ] をクリックして開始します。 CyberLink PowerProducer
では、処理状況がリアルタイムで表示されます。
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ディスクイメージの保存
ディスクイメージをディスクに書き込んだ後、そのイメージファイ
ルをハードディスクに保存できます。 この機能は、ディスクのバッ
クアップをハードディスクに保存しておき、あとで書き込みを行う
のに便利です。たとえば、コンピュータに書き込みドライブがない
場合なども、この機能を使用すると良いでしょう。
ディスクイメージを保存するには、次の操作を行います。

1. CyberLink PowerProducerを起動します。
2. [ディスクユーティリティ ]をクリックします。
3. [ディスクからのイメージ作成 ]をクリックします。

4. ディスクを挿入して、ドライブを選択します。
5. をクリックし、ディスクイメージを保存するディレク
トリを選択して、ファイル名を入力します。

6.  [開始 ] をクリックして開始します。 CyberLink PowerProducer
では、処理状況がリアルタイムで表示されます。
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CyberLink PowerProducer
フォルダの書き込み
作品のメディアファイルすべてを保存したフォルダを作成してある
場合、このフォルダをディスクに書き込んで保存できます。 (フォル
ダの書き込みはディスクイメージの書き込みに似ていますが、圧縮
しないため、互換性の問題が起こりません。)

フォルダを書き込むには、次の操作を行います。
1. CyberLink PowerProducerを起動します。
2. [ディスクユーティリティ ]をクリックします。
3. [フォルダの書き込み ]をクリックします。

4. ディスクを挿入して、ドライブを選択します。
5. をクリックし、書き込むフォルダを選択します。
6.  [開始 ] をクリックして開始します。 CyberLink PowerProducer
では、処理状況がリアルタイムで表示されます。
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第 4章 : ディスクユーティリティ
ファイルの出力
ファイルの出力機能を使うと、ディスクに保存された DVDビデオ、
DVD-VR、DVD+VR、BDMV、および AVCHDファイルをMPEG形
式でハードディスクに保存してムービー製作に使用することができ
ます。

注：使用できる機能は、インストールしているバージョンによって異
なる場合があります。 フルバージョンを購入するには、CyberLink オン
ラインストアをご利用ください。

ファイルをハードドライブに出力するには、次の操作を行います。
1. CyberLink PowerProducerを起動します。
2. [ディスクユーティリティ ]をクリックします。
3. [ファイルの出力 ]をクリックします。  [ファイルの出力 ]
ウィンドウが開きます。

4. ディスクを挿入して、ドライブを選択します。
5. シーンウィンドウのクリップを選択します。
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• プレビューウィンドウの再生制御を使用してビデオをプレ
ビューして出力したコンテンツであることが確認できま
す。

6. をクリックしてから、ファイルを保存するディレクト
リを選択します。

7. [ファイルの出力 ]をクリックします。CyberLink 
PowerProducerでは、処理状況がリアルタイムで表示されま
す。
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第 5 章 :

作品の環境設定
多様な作業方法をサポートするため、CyberLink PowerProducerにはさまざ
まな環境設定が用意されています。 環境設定を行うには、  ボタンをク
リックします。このボタンは、ほとんどのウィンドウに用意されています。

この章には、次の節があります。

• 64ページの「プロジェクトの環境設定」
• 66ページの「ビデオ /音声の環境設定」
• 67ページの「一般的な設定」
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プロジェクトの環境設定
注：使用できるプロジェクトのオプションは、選択したディスクの
フォーマットによって変わります。

• タイトル再生後の動作 : ムービーの終了後に、ディスクメ
ニューに戻るか、ディスクにある次のムービーを再生する
かを、ビデオに設定します。

• 作業用フォルダ : CyberLink PowerProducerで出力用に使用
するディレクトリです。 このディレクトリは、インストー
ル時に設定します。 このディレクトリを変更する場合、作
品を保存するのに十分な空き容量が変更先のハードディス
クにあることを確認してください。

• 一時保存フォルダ : CyberLink PowerProducerで一時ファイ
ルを作成する際に使用するディレクトリです。一時ファイ
ルは、CyberLink PowerProducerを終了すると自動的に削除
されます。

• デフォルトのファイル名 : キャプチャしたビデオファイル
に付ける名前を指定します。 個々のキャプチャファイルを
識別するため、CyberLink PowerProducerによって固有のタ
イムスタンプが付加されます。

• 書き込みを行うデータの自動分割 : キャプチャしたビデオ
を分割して、ビデオファイルが使用するタイプのディスク
におさまるようにします。

• チャプタポイントの設定 : 設定した時間が経過するごとに、
新しいチャプタが自動的に作成されます。

• Cyberlink MPEG@Best の使用 : MPEGビデオを書き込
む際に、書き込み速度とビデオ画質のバランスをとる場
合、これを選択します。

• サムネイルの番号設定 : ディスクメニューにサムネイルイ
ンデックスを追加する場合に選択します。

• モーションサムネイルの使用 :チャプタサムネイルでディ
スクメニューのビデオを表示するときに選択します。

• 自動メニューのタイムアウト :このオプションを選択する
と、指定時間経過後にディスクを自動再生します。
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第 5章 : 作品の環境設定
• ユーザー定義メニュー期間 :ディスクのビデオを自動表示
する前 (自動メニューの開始タイマが設定されてる場合 )
に、入力した時間でメニューを表示します。

• 消去後、ディスクをイジェクトする : 消去が完了した後、
自動的にディスクをイジェクトする場合、CyberLink 
PowerProducerを選択します。

• TVで再生可能な範囲の表示 : ディスクメニューの作成時、
[オーサリング ]ウィンドウに TVで再生可能な範囲を示す
ボックスを表示する場合、これを選択します。 この機能を
使用すると、テキスト、サムネイル、ボタンなどのメ
ニューアイテムがほとんどの TVで表示できるものである
かどうか確認できます。
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ビデオ /音声の環境設定
注：使用できる画質や音質のオプションは、選択したディスクの
フォーマットにより異なります。

• ビデオ形式 : 現在のプロジェクトのビデオファイルの形式
を表示します。

• 画質 : ビデオの画質を選択できます。 HD (ハイビジョン
)、SD (標準画質 )、HQ (高画質 )、SP (標準 )、LP (
長時間 )、EPまたは Smart Fit。 画質設定にはさまざま
なビットレートが提供されており、出来上がるファイルの
サイズに影響します。 ビデオの画質が上がると、ファイル
が大きくなり、ディスクに収めることができる長さが短く
なります。また、高画質ビデオのキャプチャや表示には、
より大きな CPUパワーが必要となります。 [スマート
フィット ]オプションでは、使用するディスクの容量に納
まる最も高い画質のビットレートを自動的に使用します。

• 音質 : 音声品質の種類： [LPCM] は、無圧縮音声形式で
す。 [Dolby Digital ステレオクリエーター ] は Dolby 
Digital による音声形式を使って品質の高いステレオサウン
ドを出力します。 [Dolby Digital 5.1 クリエーター ] (
注記 : この機能は特定の CyberLink PowerProducerでのみ利
用可能なオプションです。)は Dolby Digitalによる音声形
式を使用して品質の高い 6チャンネルサウンドを出力しま
す。

• TV信号形式 :  ディスクを再生する地域を選択します。 こ
れにより、使用する TV形式 (PALまたは NTSC)が決まり
ます。
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第 5章 : 作品の環境設定
一般的な設定
• システムのデフォルト言語を使用 : このオプションを選択
すると、CyberLink PowerProducerの表示言語がオペレー
ティング システムのデフォルト言語と同じものになりま
す。

• ユーザー定義 : このオプションを選択すると、ドロップダ
ウン リストから CyberLink PowerProducerで使用する言語
を選択できます。

• インターネット接続 :このオプションを選択すると、
CyberLink PowerProducerは自動的にインターネットに接続
して、更新情報を確認し、CyberLinkのプロモーション情
報を表示します。
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第 6 章 :

テクニカルサポート
この章には、テクニカルサポートの情報を記載されています。 ユーザーが回
答を見つけるために役立つすべての情報が含まれています。 現地の販売店 /
ディーラーにお問い合わせによっても、素早く回答が得られます。

この章には、以下のセクションがあります。

• 70ページの「テクニカルサポートにお問い合わせになる前に」
• 71ページの「Web サポート」
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テクニカルサポートにお問い
合わせになる前に

次のいずれかにより、CyberLink の無料テクニカルサポートをご活用
ください。

• プログラムと共にインストールされたユーザーガイドまた
はオンラインヘルプで調べる。

• CyberLink Web サイトのサポートセクションで FAQ (よく
受ける質問 ) を参照する。

http://www.cyberlink.com/multi/support/product_faq_home.jsp

FAQ にはユーザーガイドやオンラインヘルプよりも新しい情報やヒ
ントが含まれている可能性があります。
テクニカルサポートに電子メールや電話でお問い合せる場合は、次
の情報をご用意ください。

• 登録した アクティベーションキー (アクティベーション
キーは CD ケース、箱、または Cyberlink ストアで 
PowerProducer を購入した後で受け取った電子メールに明
示されています。)

• 製品名、バージョンとビルド番号。これらは通常、ユー
ザーインターフェイスの製品名をクリックすると表示され
ます。

• コンピュータにインストールしている Windows のバージョ
ン。

• システムのハードウェア デバイス (キャプチャカード、サ
ウンドカード、VGA カード ) およびその仕様。

• 表示された警告メッセージの内容 (書き留めるか、スク
リーンショットをとります )。

• 問題が発生した状況とその問題の詳細な説明。
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第 6章 : テクニカルサポート
Web サポート
問題に対する解決策は、次により CyberLink の Webサイトで１日 24
時間、無料で入手できます。

注：CyberLink Webサポートをご使用になるには、初めにメンバーとし
て登録する必要があります。

CyberLinkは、次の言語による FAQやユーザーコミュニティー
フォーラムなど豊富なWebサポートオプションを提供しています。

言語 Web サポート URL

英語 http://www.cyberlink.com/CS/support/enu/
support_index.jsp

繁体字中国語 http://tw.cyberlink.com/CS/support/cht/
support_index.jsp

日本語 http://jp.cyberlink.com/jpn/support_jpn/
support_index.jsp

イタリア語 http://it.cyberlink.com/CS/support/ita/
support_index.jsp

ドイツ語 http://de.cyberlink.com/CS/support/deu/
support_index.jsp

フランス語 http://fr.cyberlink.com/CS/support/fra/
support_index.jsp

スペイン語 http://es.cyberlink.com/CS/support/esp/
support_index.jsp
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